
学校番号 117 

令和 2年度 情報科 

 

教科 情報 科目 社会と情報 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 高校社会と情報（実教出版） 

副教材等 高校社会と情報 学習ノート（実教出版）,ポイント整理 情報モラル（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・実践的・体験的な学習を通して、コンピュータやネットワークについて学び、日常使っている機械（コ

ンピュータ）に対して、理解を深め、良い使い方は何かを考えましょう。 

・コンピュータやネットワークを利用したコミュニケーションについて、ワークショップや演習等を通

して考え、友だちを含めた多様な考え方を学び、自分の考えを持ちましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

１．情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解させる。 

２．情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して，情報を収集，処理，表現させる。 

３．効果的にコミュニケーションを行う能力を養い，情報社会に積極的に参画する態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

情報や情報社会に関

心をもち，身のまわりの

問題を解決するため

に，自ら進んで情報及

び情報技術を活用し，

社会の情報化の進展

に主体的に対応しよう

とする。 

情報や情報社会にお

ける身のまわりの問題

を解決するために，情

報に関する科学的な

見方や考え方を活か

すとともに情報モラル

を踏まえて，思考を深

め，適切に判断し表現

している。 

情報及び情報技術を

活用するための基礎

的・基本的な技能を身

に付け，目的に応じて

情報及び情報技術を

適切に扱っている。 

情報及び情報技術を

活用するための基礎

的・基本的な知識を

身に付け，社会にお

ける情報及び情報技

術の意義や役割を理

解している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
実習作品 
レポート、発表 
相互評価・自己評価 
等 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
レポート、発表 
ＣＢＴの結果 
自己評価・相互評価 
等 

学習状況の観察 
課題作品 
発表 
実技テストの結果 
等 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
ＣＢＴの結果  
等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学

期 
単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１

学

期 

情
報
社
会
と
問
題
解
決 

・メディアの特徴について学ぶ。 

・メディアリテラシーについて学ぶ。 

・コンピュータやコミュニケーション手段

の発達について学ぶ。 

・コンピュータと周辺装置の構成，ソフ

トウェアについて学ぶ。 

・コンピュータやコミュニケーション手段

の発達について学ぶ。 

・不正コピーを防止するための技術に

ついて学ぶ。 

・表計算ソフトの関数を利用した統計

処理実習を行う。 

・情報を適切に表現し，スライドを作成

する。 

・プレゼンテーションを行い，相互に評

価する。 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

a: テーマの設定から発表・評価まで作品

の制作に積極的に関わっているか。グル

ープ討論では，興味を持って話し合いに

参加し，積極的に発言しているか。他者か

ら受けた評価を元に改善に努めているか。 

b:社会のシステムがどのように変貌す

るのかを創造的に思考できるか。 

c: 表計算ソフトの関数、条件の数式

化、グラフを適切に選択できるか。 

d: ・情報メディアと表現メディア，伝

達メディアの違い、いろいろなメディア

の発達による情報通信の進展、技術革新

が社会や生活の変化に与えた影響を理

解できるか。 

授業観察 

ワークシート 

レポート 

CBT 

１

学

期 

デ
ィ
ジ
タ
ル
化 

・ペイント系ソフト，ドロー系ソフトにつ

いて学ぶ。  

・画像処理ソフトを用いて，様々な画

像処理を行う。・加法混色と減法混色

について実習を通して学ぶ。 

・オートシェイプを用いて立体図形を

描画する実習を行う。 

・色のディジタル表現について学ぶ。 

・画像のディジタル化の仕組みについ

て学ぶ。 

・階調や解像度について学ぶ。 

・動画再生ソフトを用いて再生速度を

変える実習を行う。・圧縮の仕組みに

ついて学ぶ。 

・音声や画像のデータ量，プリンタの

解像度の計算問題を解く。 

・通信速度や2進数の補数に関する計

算問題を解く。 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

a: 文字コードを 2 進数や 16 進数表示

できるソフトウェア、画像の解像度や階

調を変更できるソフトウェアを使い，意

欲的に実習しようとしているか。 

b: 画像処理ソフトでフィルタなどの

効果を使い，創作的な作品を表現できる

か。音声や画像のディジタル化の仕組み

を理解してレポートに表現できるか。 

c: ワープロソフトのドロー系描画機

能（オートシェイプ）、画像の解像度や

階調を変更できるソフトウェアを適切

に操作できるか。 

d: アナログとディジタルの概念，情報

量と単位変換の計算 2 進数，10 進数，

16 進数の相互変換の計算、ディジタル

化の仕組み、加法混色と減法混色の違い

を理解できるか。 

・音声や画像のデータ量を計算できる

か。 

授業観察 

実習作品 

ワークシート 

CBT 



２

学

期 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

・ネットワークの構成について学ぶ。 

・様々な種類のネットワークの形態に

ついて学ぶ。 

・プロトコルやファイル形式について理

解を深める。 

・データ記述の共通化やプラットフォー

ムの共通化について学ぶ。 

・IP アドレスやドメイン名について学

ぶ。 

・名前解決，パケット交換，回線の種

類について学ぶ。 

・データベースやクラウドコンピューテ

ィング，ビッグデータについて学ぶ。 

・Web ページの目的や留意点につい

て学ぶ。 

・基本的な HTML の文法について学

び，簡単なWebページを作成する。 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

a: 情報を体系的に整理しようとして

いるか。 

・進んで学校のコンピュータやネットワ

ークについて調べようとしているか。 

b: プロトコルについて調べた結果を

わかりやすく整理し，違いについて考察

しているか。 

c: IPアドレスを調べるソフトウェアを

適切に操作することができるか。 

d: ・なぜファイルの圧縮が必要かを理

解できるか。 

・プロトコルの必要性、TCP/IP、コンピ

ュータやインターネットの仕組み、ドメ

イン名の管理の仕組み、クライアントと

サーバの関係が理解できるか。 

授業観察 

ワークシート 

実習作品 

CBT 

２

学

期 

情
報
安
全 

・セキュリティポリシーやアクセス制御，

VLANについて学ぶ。 

・暗号化やフィルタリング，電子透かし

などの技術を学ぶ。 

・パリティチェックの仕組みについて学

ぶ。 

・共通鍵暗号や公開鍵暗号，SSL など

の暗号化の仕組みについて学ぶ。 

・電子署名の仕組みについて学ぶ。 

・RSA暗号の仕組みについて学ぶ。 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

a: パリティビットの実習や表計算ソ

フトを使った RSA 暗号の実習に意欲的

に参加しているか。 

b: 適切なアクセス権の設定、パリティ

ビットの値を設定、RSA 暗号に用いる公

開鍵と秘密鍵の組み合わせを適切に思

考して判断できるか。 

c: 電子透かしのフリーソフトを使っ

た実習で，ソフトウェアを適切に操作す

ることができるか。 

d: 偶数パリティと奇数パリティの違

い、共通鍵暗号方式と公開鍵暗号方式の

違い、RSA 暗号における数学的な仕組み

が理解できるか。 

授業観察 

ワークシート 

CBT 



３

学

期 

問
題
解
決 

・検索条件の組み合わせを論理演算

を用いて学習する。 

・フォルダを用いて情報を階層化し整

理する。 

・情報の共有と整理について理解を深

める。 

・表計算ソフトのデータ形式について

学ぶ。 

・分析しやすいデータ形式について学

ぶ。 

・問題の明確化，情報の収集，整理・

分析，解決策の検討を行う。 

・論文の作成を題材にして論理的な文

章の構成について学ぶ。 

・文字や配色の工夫など，情報を効果

的にわかりやすく伝える工夫を学ぶ。 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

a: テーマの設定から発表・評価まで作

品の制作に積極的に関わっているか。グ

ループ討論では，興味を持って話し合い

に参加し，積極的に発言しているか。他

者から受けた評価を元に改善に努めて

いるか。 

b: 評価の視点に沿って問題点を指摘し

ているか。問題の構造分析を適切に行え

るか。適切な改善策や評価の視点をあげ

ているか。 

c: 問題解決にあたって適切な情報手

段を使うことができるか。 

d: 問題の明確化，情報の収集，情報の

整理・分析，解決策の検討などの問題解

決の一連の流れを理解できるか。 

授業観察 

ワークシート 

実習作品 

CBT 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


